
森
兼
さ
ん
は
明
治
四
十
年
五

月
二
十
一
日
生
ま
れ
。
現
在
、

三
男
哲
男
さ
ん
靖
子
さ
ん
夫
妻

ら
と
四
人
暮
ら
し
。
「
何
事
も

楽
し
く
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
、
若

い
頃
か
ら
手
芸
が
大
好
き
。
こ

れ
ま
で
に
人
形
や
刺
繍
な
ど
数

多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は
な
く
テ

レ
ビ
で
時
代
劇
を
見
る
の
が
楽

し
み
と
い
う
。

森
兼
さ
ん
宅
を
訪
れ
た
備
中

県
民
局
の
則
安
俊
昭
次
長
や
井

原
市
健
康
福
祉
部
の
久
津
間
憲

通
部
長
ら
が
「
百
歳
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述

べ
る
と
森
兼
さ
ん
は
「
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
し
っ
か
り

し
た
口
調
で
答
え
た
。

地
元
住
民
ら
は
「
優
し
い
家

族
の
も
と
で
、
ま
す
ま
す
長
生

き
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
」

と
目
を
細
め
て
い
る
。

三
男
の
哲
男
さ
ん
は
「
多
く

の
方
々
の
お
陰
で
今
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
心

遣
い
に
恐
縮
し
て
い
ま
す
」
と

感
謝
し
て
い
た
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
あ
す
は
が
五
月
十
五
日
、
福

祉
施
設
見
学
と
春
の

親
睦
旅
行
を
実
施

し
、
会
員
四
十
二
人

が
参
加
し
た
。

一
行
を
乗
せ
た
バ

ス
は
午
前
九
時
半
に

つ
ど
え
ー
る
を
出
発

し
て
間
も
な
く
上
出

部
町
四
季
が
丘
へ
到

着
。
職
員
か
ら
「
こ

こ
は
介
護
保
険
利
用

施
設
と
し
て
六
月
一

日
オ
ー
プ
ン
予
定
。

誠
実
と
思
い
や
り
を

基
本
理
念
に
心
の
こ

も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
ま
す
」
と
説

明
が
あ
り
、
四
十
人
が
入
居
で

き
る
個
室
や
浴
室
な
ど
を
見
て

回
っ
た
。

こ
の
施
設
は
敷
地
面
積
約
６

５
０
０
㎡
、
建
物
は
鉄
骨
造
２

階
建
延
べ
床
面
積
３
２
９
５
㎡

で
、
地
域
交
流
室
な
ど
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。

快
適
さ
や
安
全
性
に
配
慮
し

た
建
物
に
参
加
者
は
「
明
る
い

色
合
い
が
四
季
が
丘
に
ふ
さ
わ

し
く
素
晴
ら
し
い
」
と
目
を
見

張
っ
て
い
た
。

こ
の
あ
と
三
月
に
移
転
し
た

井
原
市
偕
楽
園
の
外
観
を
車
窓

か
ら
見
て
倉
敷
へ
向
か
い
、
途

中
の
マ
ー
ビ
ー
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
真
備
町
）
で
昼
食
。
午

後
か
ら
チ
ボ
リ
公
園
を
訪
れ
約

二
時
間
、
園
内
を
散
策
し
た
。

初
め
て
入
園
し
た
と
い
う
女
性

の
一
人
は
「
思
い
が
け
な
い
雰

囲
気
も
楽
し
め
て
良
か
っ
た
」

と
、
日
帰
り
見
学
ツ
ア
ー
を
振

り
返
っ
て
い
た
。

倉
掛
全
域
の
溝
掃
除
が
五
月

二
十
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け

て
行
わ
れ
た
。
年
一
度
の
清
掃

と
あ
っ
て
各
家
庭
の
実
施
率
は

以
前
か
ら
高
い
。

し
か
し
、
中
に
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
重
い
蓋
が
動
か
せ
ず

「
掃
除
が
出
来
な
い
」
と
嘆
く

高
齢
者
世
帯
も
増
え
て
き
て
い

る
。自

治
連
合
会
の
山
本
勝
己
環

境
部
長
は
「
衛
生
面
を
思
う
と

清
掃
を
徹
底
し
て
頂
き
た
い

が
、
や
む
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
今
後
の
課
題
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
る
。

倉
掛
地
内
の
汚
泥
約
７
ト
ン

は
六
月
三
日
、
自
治
連
合
会
役

員
が
収
集
搬
送
し
た
。
有
効
期

限
と
な
っ
た
消
火
器
の
安
全
点

検
も
行
わ
れ
、
自
治
会
が
所
有

す
る
十
二
本
と
個
人
か
ら
申
込

み
の
あ
っ
た
二
本
の
薬
剤
を
交

換
し
た
。

井
原
分
団
第
３
部
（
川
相
謙

治
部
長
二
十
人
）
が
六
月
三

日
、
ピ
ト
レ
か
わ
か
み
の
北
側

と
、
大
西
歯
科
の
南
東
側
に
あ

る
暗
渠
二
ヶ
所
の
放
水
清
掃
を

行
っ
た
。
試
運
転
を
兼
ね
て
出

動
し
た
団
員
ら
は
、
消
火
栓
を

利
用
し
て
排
水
路
に
溜
ま
っ
た

土
砂
を
流
し
た
。

倉
掛
夏
目
両
地
区
の
道
路
に

点
在
す
る
消
火
栓
を
明
示
さ
せ

る
た
め
の
ペ
ン
キ
塗
り(

黄
色)

も
同
日
実
施
し
た
。
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井原地区ソフトボー

ル同好会のリーグ戦が

５月２７日に始まり、

会場の井原高校で７試

合が行われた。

ＶＩＰと対戦した倉

掛は昨年、三大会で負

け無し優勝の勢いを今

年も維持。１回裏、西山津好選手の

本塁打を含む打者一巡の攻撃で大き

くリード。その後も長短打を絡めて

得点を重ね、岡藤良二選手の好投な

どで１０－１と快勝した。

今シーズンから倉掛チームに加わ

った黒崎英夫選手（写真上）も３塁

打を放つなど活躍した。

〈 発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／妹尾一成

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

「
何
事
も
楽
し
く
」

倉掛12-2組 森兼チヨノさん ５月２１日

「
素
晴
ら
し
い
」

井原市の久津間憲通健康福祉部長から祝福される森兼チヨ
ノさん＝５月２１日・自宅

四
季
が
丘
な
ど
見
学

暗
渠
清
掃
や

消
火
栓
明
示

ケ

ア

ハ
ウ
ス

職員の説明を聞くサロンあすはの会員＝ケアハウス四季が丘

倉掛で最高齢の１２-２組・森兼チヨノさんが５月

２１日、めでたく満１００歳を迎え、県や市の関係者

をはじめ自治連合会役員らがお祝いに駆けつけた。

倉
掛
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
同
好
会

井
原
分
団
第
３
部

自
治
連
合
会

サロンあすは



「
つ
な
が
る
絆

燃
え
る
ガ

ッ
ツ
で
優
勝
だ
！
」
の
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
第
八
回
井
原

町
大
運
動
会
（
井
原
公
民
館
・

井
原
小
学
校
・
井
原
幼
稚
園
主

催
）
が
五
月
二
十
日
、
井
原
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、

各
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。午

前
中
は
主
に
幼
稚
園
及
び

小
学
生
に
よ
る
集
団
演
技
や
リ

レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
供
や

孫
を
応
援
し
よ
う
と
各
テ
ン
ト

に
は
多
く
の
住
民
が
詰
め
か
け

た
。最

初
の
得
点
種
目
「
あ
な
た

と
二
人
で
」
が
最
下
位
だ
っ
た

倉
掛
は
、
午
後
の
綱
引
き
で
二

戦
二
勝
し
て
８
点
を
獲
得
し
た

も
の
の
、
全
体
的
に
上
位
へ
食

い
込
め
ず
、
総
合
成
績
は
昨
年

の
四
位
か
ら
七
位
へ
と
後
退
し

た
。自

治
連
合
会
の
妹
尾
一
成
会

長
と
細
羽
正
敏
福
祉
体
育
部
長

は
「
四
月
の
総
会
で
選
手
選
出

を
お
願
い
し
て
以
来
、
皆
様
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
成
績
は
今

ひ
と
つ
で
し
た
が
、
親
睦
は
十

分
図
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
た
。

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

五
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

実
施
さ
れ
、
初
日
は
Ｊ
Ａ
岡
山

西
前
交
差
点
に
倉
掛
婦
人
会
の

渡
辺
公
恵
支
部
長
や
本
部
役
員

の
梶
谷
美
奈
子
さ
ん
ら
が
午
前

七
時
過
ぎ
か
ら
約
二
時
間
、
街

頭
指
導
に
立
っ
た
。

小
学
生
ら
の
登
校
班
や
自
転

車
通
学
の
中
高
校
生
が
横
断
歩

道
に
差
し
掛
か
る
と
役
員
ら
は

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
気

を
付
け
て
ね
」
を
声
を
掛
け
、

子
供
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ

た
。
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6/ 9  資源の日・古紙古着等回収
午前７時30分～９時

6/13  サロンあすは絵手紙教室
6/16  自治連合会防犯パトロール
6/17  井原市総合防災訓練

※木之子町小田川右岸公園
6/21  サロンあすは健康講座

午前10時30分～倉掛公民館
7/ 1  井原分団第３部試運転日
7/ 8  井原市陸上競技選手権大会

※午後２時～陸上競技場
7/11  サロンあすは絵手紙教室
7/14  資源の日・古紙古着等回収

午前７時30分～９時
7/21  自治連合会防犯パトロール
7/23  ラジオ体操 （郷社）

AM6：30～ 7/23～8/5
7/28～29 倉掛少年団キャンプ

（大佐山キャンプ場）
8/14  井原町盆踊り大会

（精研グラウンド）

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■サロンあすは健康講座

と き：６月21日 午前10時30分～

場 所：倉掛公民館

講 師：岡田琭三郎氏

演 題：薬とうまく付き合う方法

参加費：無 料

■近年最多のホタル飛び交う

６月に入って全国各地のホタル

情報が相次ぐなか、小田川でも

可愛い光の乱舞が始まっている。大正橋南

２００ｍ付近の倉掛裏では近年最多のホタ

ルが飛び交っており、ウオーキングに励む

人たちも思わず足を止め、幻想的な輝きを

楽しんでいる。ホタルは高温多湿を好む傾

向があり、例年のピークは６月10日前後。

猪
清

向
町

新
町

本
町

中
町

下
町

倉
掛

夏
目

あなたと二人で ５ ６ ２ ７ ４ ３ １ ８

リームリレー ７ ６ ７ ８ ８ ５ ６ ５

綱 引 き ７ ６ ６ ５ ７ ５ ８ ８

ボールけり競争 ８ ５ ６ ８ ７ ５ ６ ７

玉入れ競争 １ ４ ７ ６ ８ ５ ３ ２

小学生地区対抗リレー ６ ６ ８ ８ ５ ５ ７ ７

年代別地区対抗リレー ３ ８ ２ ５ ７ １ ４ ６

得 点 合 計 37 41 38 47 46 29 35 43

順 位 ６ ４ ５ １ ２ ８ ７ ３

井原町大運動会成績表

●少年団と同育成会による倉掛公園及び小田
川堤の清掃が５月１３日に行われ、関係者約
５０人が参加。自治連合会役員４人も草刈り
機などを持ち込み協力した。

●６月３日は資源回収。心配された雨も降ら
ず、ボランティア２０人の応援もあって約３
時間で古新聞・古雑誌・ダンボールなど、約
２０トンを回収した。

清掃や資源回収

ＪＡ岡山西前の交差点で小学生らの登校を見守
る倉掛婦人会役員＝５月１１日

頑
張
っ
て
い
ま
す倉掛少年団＆育成会

婦人会役員が街頭指導

春の交通安全県民運動

小
学
生
地
区
対
抗
リ
レ
ー
で
快

走
す
る
一
年
倉
橋
未
玖
さ
ん


